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帰国研修員便り 

【帰国研修員の活動状況】 

２０１６年３月２０日 

（公財）北九州国際技術協力協会 研修部 

【ＫＩＴＡ研修ブランド】◆現地ニーズの総合的把握  ◆ソリューションの提供  ◆Ｗｉｎ－Ｗｉｎの関係構築 

 

１）コースリーダー ： 原口 清史   

２）現地活動報告  ： Mr. AUKLEYA Walter Greamah 

（パプアニューギニア帰国研修員）                   

帰国研修員ウォルターさん（パプアニューギニア）から現地の活動報告が届きました。 

ごみ処理場として整地中だった頃の風景 

(2015年 7月) 

完成後の浸出水池 

(2016年 1月) 
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今回ご紹介する帰国研修員便りは、研修コース：「廃棄物管理技術（Ａ）」に参加された 

ウォルターさんの帰国後の活動状況です。技術研修コースを担当された原口コースリーダー

からウォルターさんの活動についてご紹介して頂きました。                                

  

 

１．今回レポートされた帰国研修員の紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名前 

（通称） 
写真 氏名 国名 受入れ研修期間 

ウォルター

さん 

 
 

 パプアニュー

ギニア 

2013/07/07 ～ 

      
2013/09/07 

【研修コース閉講式の記念写真】 

JICA/KITA 技術研修に参加したウォルターさん（パプアニューギニア 

帰国研修員）から現地活動状況の便りが届きました 

閉講式で原口コースリーダーと研修員の皆さんが記念撮影 

Mr.AUKLEYA 

Walter 

Greamah 

 

原口ＣＬ 

ウォルターさん 

1) 面積 46.2 万平方キロメートル 

           (日本の 1.25倍) 

2) 人口 7,321千人 

3) 首都 ポートモレスビ－ 
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２．原口 コースリーダーからメッセージ 

 

パプアニューギニアのウォルターさんは、平成２５年７月に２ヶ月間の廃棄物管

理技術のコースで来日しました。フィジー、ミクロネシア、ソロモンなど太平洋島

嶼国の研修員１０名のうちの一人で、首都であるポートモレスビーで廃棄物管理官

として勤めていましたので、日本での研修は、より進んだ技術や政策などを学ぶこ

とができ、現在の仕事に大変役に立っているようです。 

 

ポートモレスビーでは、家庭ごみの収集については委託業者や臨時契約をした業者が行っていますが、

市民の要望に応じた適切な収集運搬・処理（埋立）がなされていないのが実情です。さらに、収集したご

みを埋め立てるための処分場は何も規制がなく監視も行われていないので適切にごみの処理がなされず

周辺環境の悪化が懸念されているようです。このため、帰国後に取り組むアクションプラン（行動計画）

の発表では、テーマを処分場の改善のことについて取り上げました。 

 

ウォルターさんからの便りにもあるように、準好気性埋め立て方式（福岡方式）は福岡大学の花嶋教授

が考案した技術で、簡便でお金はかからないけれども処分場での安定化は早いと言った長所を持ってい

ます。しかも、彼の弟子である松藤教授は、廃ドラム管や古タイヤと言った廃棄物や竹などを活用して処

分場に欠かせないガス抜き管や浸出管などを紹介したので研修員にとっては自分たちでも出来る技術だ

と、大変好評でした。本人からの活動の写真を見る限り、立派な処分場が出来上がっているようですが、

要は維持管理や毎日の運用の問題ですが、日本での研修が大いに役立つものと思われます。 

 

今回、このように帰国後の研修員が日本での研修の成果を活かしながら活躍している報告に接すると、

講義や見学等を担当していただいた講師や受入機関の皆様の努力が報われたな、と感慨深いものがあり

ます。他の多くの研修員もたまたま報告はないけれどもきっと自国で活躍していることと改めて思わざ

るを得ません。本人には引き続き現地での活躍と日本での研修内容を同僚などに広く伝えてもらって少

しでも自国での環境改善に繋げてもらいたいと願うばかりです。ぜひ、いつの日か来日を果たして成長し

た姿を見たいと日本から声援を送りたいと思います。 

 

３．ウォルターさんからの便り 

 

 

現在の私の仕事は、廃棄物管理職員としてゴミ捨て場の運営です。パプアニ

ューギニアの Port Moresby (首都区)にある最終処分場の監視を行っています。

それに加え、その他関連する廃棄物処理問題およびゴミ埋め立て地の再生プロ

ジェクトにも関わっています。 

現在の仕事には、廃棄物特性評価や３Ｒ（ゴミの削減・再利用・資源再生）

、準好気性埋め立て方式（福岡方式）といった技術が採用されており、私はそ

れらに密接に関わっています。とりわけ、福岡方式の採用は、私はアクションプランの中で

挙げていた案件です。 
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【報告日】 

 2015年 7月 24日 

【要旨】 

2013年に JICA九州で行われた研修に参加後、ゴミ処理場（Baruni）を準好気性（福岡方

式）埋め立て地として改良する業務に関わってきました。 

埋立地はすでに発注されており、2015年 7月 28日までに稼動予定となっています。 

JICA研修で得た知識を母国の地方に適用することは、私をさらに向上させるものでした。

JICA, KITA, そして日本の皆さんへ私に可能性を与えていただいたことに感謝します。 

 

写真１．稼働準備の整った区画 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２．浸出液溜池建設地、環境管理（表流水の監視、浸出液の管理） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（第Ⅰ報）母国における最近の活動報告 
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【報告日】 

 2016年 1月 20日 

 【要旨】 

前回の報告で埋立地の一区画を発注していると報告しましたが、レベリングに問題があり、

まだ稼働していません。現在は、レベリング、ロックカバー敷設、ベントパイプ延長まで完

了しております。 

 福岡方式の操作技術を適用して、この区画を来月までに稼働開始するようにスケジュール

を見直しました。今は池の浸出液に通気するために、散水濾過機と数台の ECO FANを設置

しているところです。 

 全体としては、我々のエンジニアと施工業者双方の様々なスケジュールの遅れにより、具

体的な稼働開始日までは決まっていない状況です。 

 それでも、我々は進捗のレベルを上げて、年内にはこの区画を完成するつもりです。 

もう一度、JICA と KITA、廃棄物管理に不可欠な福岡方式を教えてくれた日本の方たちに

心から感謝いたします。 

 

写真１． 

浸出水配管の末端部 

 

 

 

 

 

 

写真２． 

完成後、フェンスで 

囲まれた浸出水池 

 

 

 

 

 

（第Ⅱ報）現地活動の最新アップデート 
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写真３．ロックカバー敷設、ベントカバー延長により、ほぼ完成のフィッシュボーン型配列 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真４．作業計画とスケジュールに関しての施工業者とのミーティング 
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４．JICA 受入研修期間中の写真集 

 

以上 

ＪＩＣＡ／ＫＩＴＡ研修コースの写真集   （２０１３年７月～９月） 

  

  

  

 廃棄物収集の現場研修 

講義終了後の記念写真 

ゴミ収集の現場研修 

研修訪問先での研修員皆さん 

ゴミ処理場設置（福岡式）の研修 コンポスト処理の研修 


